
№ 氏名 役職 選出区分 備考

1 審議会委員 武田 義明
神戸大学人間発達環境学研究科名誉
教授

学識経験者
部会長

(委員長)

2 専門委員 信田 修次
能勢妙見山ブナ守の会副会長
元能勢電鉄株式会社

学識経験者

3 専門委員 牛尾   巧 一庫公園管理事務所長 学識経験者

4 専門委員 服部   保
兵庫県立大学自然・環境科学研究所
名誉教授
兵庫県立南但馬自然学校学長

学識経験者

5 専門委員 足立 隆昭 兵庫丹波オオムラサキの会会長 学識経験者

6 専門委員 田中  廉 川西自然教室代表 学識経験者

7 担当員 山口 順子 産業振興課長 市職員

8 担当員 稲治 惟也 文化・観光・スポーツ課長 市職員

9 担当員 堀内 孝洋 都市政策課長 市職員

10 担当員 足立 拓也 公園緑地課長 市職員

11 担当員 中津留 幸紀 道路整備課長（道路補修担当） 市職員 欠 席

12 担当員 寺田 義一 社会教育課長 市職員 欠 席

13 担当員 下内 卓夫 教育保育課長 市職員

14 担当員 福本  靖
教育推進部参事兼教育保育課長（研
修担当）

市職員
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大下主査出席
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川西市環境審議会　部会 
 

令和４年度　第２回　生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会　次第 
 

日時：令和４年１１月１１日　１３：３０～　 
場所　川西市役所　４階　庁議室 

 
 

１． 市民環境部長　あいさつ 
 

２． 委員長　あいさつ 
 

３． 委員長及び各委員　紹介 
 

４． 審議事項 
（１）「生物多様性ふるさと川西戦略」第１期計画の総括について 

【資料１－１、１－２】 

 

（２）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂概要及び今後のスケジュー

ルについて　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料２、３、４】　　　　　　　　

　　 
（３）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂内容について 

【資料５、６】 
 
（４）「生物多様性ふるさと川西戦略」のアンケート調査の実施について 

【資料７、７－１，７－２、７－３】 
　　　 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

【配付資料】 
名　簿　　　　令和４年度第２回川西市環境審議会　部会（生物多様性ふるさ

と川西戦略推進委員会）名簿 
座席表　　　　令和４年度　第２回川西市環境審議会部会 

（生物多様性ふるさと川西戦略委員会） 
【資料１－１】生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査（総括） 
【資料１－２】生物多様性ふるさと川西戦略　評価指標（総括） 
【資料２】　　「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂について 
【資料３】　　スケジュール 
【資料４】　　今後のスケジュールについて（案） 
【資料５】　　生物多様性ふるさと川西戦略変更事項 
【資料６】　　【生物多様性ふるさと川西戦略　図表リスト】2015 年（平成

27 年）3 月発行 
【資料７】　　「生物多様性ふるさと川西戦略のアンケート」について 
【資料７－１】生物多様性に関する市民アンケート（案） 
【資料７－２】生物多様性に関する小学生アンケート（案） 
【資料７－３】生物多様性に関する事業所アンケート（案）



資料1-1

自己評価の評価方法     A：目標に向かって事業を実施することができた。 B：実施できていない。

今後の方向性の評価方法   A：次年度以降は実施する。もしくは今年度に引き続いて実施する。  B：今年度以降は廃止を含めて実施内容の再検討する必要がある。

№ 施策名称 施策内容 担当課 自己評価 今後の方向性 成果と課題 今後の方向性

1
 基本
 戦略１

 環境教育の充実
 による「ふるさと川
 西」意識の熟成お
 よび生物多様性
 教育

 児童・生徒を対象
 とした環境教育の
 実施

 森の幼稚園

 公立幼稚園を対象に兵庫県立
 一庫公園での「森の幼稚園」を
 実施し、幼児期から自然にふれ
 あう機会を作っていきます。

 教育保育課

2
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の熟成お
よび生物多様性
教育

児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

小学校体験活動
（環境体験）

小学校3年生を対象とした「環境
体験」を実施し、児童が普段生
活している地域の自然の中に出
かけて環境体験をします。また、
川西独自の自然や産物を知り、
それらを広めていくことで、環境
問題を考えて解決してく素地を
育んでいきます。

教育保育課 Ａ Ａ

小学校３年生の児童が環境問題に興味関心
を持つようになった。また、校区にどのような
環境があるかを学ぶことができ、川西市の特
産品を学ぶなど、地域の方々と共に活動す
ることができた。
地域によっては活動プログラムが確立されて
おらず、地域での活動が希薄である小学校
があることが課題である。

地域参画を目指し、SDGｓの視点を取り入
れ、各小学校の独自性を活かした小学生が
主体的に環境教育に取り組むことができる環
境体験プログラムを構築していく。

3
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の熟成お
よび生物多様性
教育

児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

里山体験学習

小学校4年生対象に「里山体験
学習」を実施し、日本一の里山
である黒川地域を体験活動の場
として、自然に対する畏敬の念
をはじめ、生命のつながり・環境
保護の大切さを実感し、美しさに
感動する豊かな心を育んでいき
ます。川西市の自然特性を活か
した独自の環境教育です。

教育保育課 Ａ Ａ

小学校４年生が黒川の方々や社会教育団体
の方々の協力を得て、川西の特産品をはじ
め、環境問題や生活の知恵等、幅広く学習
をすることができた。
里山と人間がどのように関わってきたかを学
習し、SDGｓについて理解を深めることができ
た。
黒川地区のサポーターの方々が、年々減少
しているが、広域に募集を行い、増員するこ
とができた。

黒川地区のサポーターの方々を増員し、少
人数による体験学習を実現できるようにす
る。
サポーターの方々の資質向上を目的とした
実地研修を行っていく。

4
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の熟成お
よび生物多様性
教育

児童・生徒を対象
とした環境教育の
実施

中学校教育支援

中学校2年生対象に地域に学ぶ
「トライやる・ウィーク」を実施し、
地域や自然の中で、生徒の主体
性を尊重したさまざまな活動や
体験を通して、地域に学び、自
分を見つめ、他人を思いやる心
を育てるとともに、自立性を高め
「生きる力」を育んでんいきます。

教育保育課 Ａ Ａ

地域や自然の中で、地域の方々や従業員の
方々と環境保全体験や職場体験を行い、地
域に学び、自分を見つめ、他人を思いやる
心を育てることができ、「生きる力」を育むこと
ができた。

地域参画の視点を継続する中で、SDGｓの視
点を取り入れていく。
地域の事業所やボランティアの方々と継続し
て「トライやる・ウィーク」に今後も取り組んで
いけるように関係を構築していく。

5
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の熟成お
よび生物多様性
教育

教職員や市民を
対象とした研修の
実施

教育研究

教職員対象に「環境体験研修」
を実施し、日本一の里山である
黒川地域・猪名川水系・身近な
自然などを体験し、自然・生物・
環境教育など体験的な研修を
行っていきます。

教育保育課 Ａ Ａ

日本一の里山である黒川地域・猪名川水
系・身近な自然などの恵みを教職員が再認
識した。
各学校の実情に合わせて教職員が児童へ
授業するには専門的な知識の定着が課題で
ある。

継続的に　「環境体験研修」と「里山フィール
ド研修」を実施し、専門的な知識の定着を教
職員に図るとともに、川西市を教材とした環
境学習プログラムの定着も同様に図る。

6
基本
戦略１

環境教育の充実
による「ふるさと川
西」意識の熟成お
よび生物多様性
教育

教職員や市民を
対象とした研修の
実施

生涯学習の充実

生涯学習短期大学「レフネッ
ク」、川西市高齢者大学「りんどう
学園」などの生涯学習の充実を
図り、リタイヤした世代だけでな
く、３０才から５０才代への環境教
育も充実させていきます。

社会教育課 A A

コロナ禍のため、事業中止及び大幅な縮小
をせざるを得なかった。今後は、withコロナ
で講座実施出来る手法や現役世代が受講し
やすい講座形式・時間帯（オンライン講座や
夜間・休日開催など）の検討が必要である。

令和３年度の事業再検証により、生涯学習
短期大学「レフネック」と高齢者大学「りんどう
学園」をゼロベースで見直し、新たな生涯学
習の仕組みを構築することとなっている（Ｒ5
年度開始）。その中において、環境教育の視
点を持って取り組んでいきたい。

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査（総括）

基本戦略
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7
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

広報やHPによる
情報発信

自然環境情報の
発信

HPや広報かわにしなどの媒体を
通じ、かわにしの自然環境、生
物多様性に関する情報を定期
的に発信することにより、ふるさと
川西のすばらしさを伝えていきま
す。

環境衛生課 A A

活動団体を市民等に知っていただくきっか
けを作ることができた。
今回の展示会のように市民が気軽に触れる
ことができる催しを継続して実施する必要が
ある。

活動団体や企業を紹介するページの内容等
を随時更新させ、引き続き情報発信に努め
るほか、イベント情報についても、新型コロナ
ウィルス感染症対策を施しながら、開催地の
変更等も含めて来場者が増えるようなPRに
努める。

8
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

広報やHPによる
情報発信

国や兵庫県が作
成する上位計画
などの広報、普
及啓発

生物多様性に関する国や兵庫
県の情報について、HP上で概
要版の掲載やリンクを張り、一元
で閲覧でき、情報が入手しやす
くなるよう整備します。

環境衛生課 A A
日頃から国や兵庫県の動きを確認し、市民
や自然活動団体等にとって有益な情報を把
握して発信する必要がある。

引き続き、国や兵庫県の動きを確認し、最新
情報を広報やHPに掲載したいと考えてい
る。

9
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

広報やHPによる
情報発信

観光の推進

観光マップ「歩っと川西めぐり」や
「川西学検定」の実施などを通し
て、市の自然や歴史、市内の観
光地のPRを行っていきます。

文化・観光・
スポーツ課

A A

看板の更新については、最新の市の自然・
観光の情報を得ることが出来るようになった。
ハイキングコースについては、ＨＰ等を随時
更新し最新の情報を発信していく必要があ
る。

看板の情報更新やＨＰの見直しを行いなが
ら、市内の歴史、観光地のＰＲを進めていく。

10
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

広報やHPによる
情報発信

地産地消の推進

川西市の特産品であるイチジ
ク、クリ、モモなどについて、市広
報誌やホームページ等を用いて
PRし、地産地消を進めます。

産業振興課 Ｂ B
JALのホームページ、キルフェボンのSNSな
ど、市ホームページ以外にも多く紹介され、
市内外に特産品をPRできた。

感染症対策を取りながら、即売会の開催方
法を検討する。
市ホームページのほか、直売所マップを作
成するなど積極的にPRする。

11
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

広報やHPによる
情報発信

市街地における
里山のPR

キセラ川西の中央公園内に黒川
地区から台場クヌギやエドヒガン
の移植に努め、里庭エリアとして
整備したり、JR川西池田駅前
ロータリーのクヌギを台場クヌギ
に仕立てるなど、市街地におい
て、北部の里山の自然を身近に
感じられるようにします。

公園緑地課 A A

里庭エリアでプレーパークなどの市民主体
のイベントが実施されるなど、多くの近隣住
民の憩いの場となっており、里山の自然を身
近に感じられる場を創出している。

より多くの市民に里山を感じてもらえるよう、
継続して維持管理を行うとともに、さらに里山
のPRにつながるよう努める。

12
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

川西市によるモデ
ル整備や景観計
画による情報発信

キセラ川西整備
地区における低
炭素まちづくり

持続可能で環境に優しいまちを
目指して、中央北地区の整備を
本市の低炭素化促進のモデル
プロジェクトに位置づけ、市民、
行政、事業者が一体となって低
炭素のまちづくりを進めていきま
す。

公園緑地課 A A

事前協議を実施し、環境に配慮したまちづく
りを適切に誘導した。また、ラベリング評価を
実施し、ラベリング物件を表示するプレートを
作成、掲示のお願いを実施した。
また、「公園探検ツアー」を通して、施設の低
炭素化の取り組みを学習の場として活用、環
境に配慮した公園整備を紹介、身近な自然
エネルギーについて関心を持つ働きかけを
行った。「しぜんあそび」を通して、幼児は
ゲームや自然観察で自然を大切にする気持
ちを育み、保育士も自身の環境学習へのか
かわり方を学んだ。

「低炭素まちづくり計画」の計画期間は令和4
年度までとなっており、事前協議の実施や、
「計画」の達成状況を図るためのモニタリング
調査、「環境学習」がキセラ川西地区で定着
するよう支援・働きかけを実施するなど、令和
４年度も引き続き、低炭素のまちづくりを進め
ていく。

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査（総括）

基本戦略
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13
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

川西市によるモデ
ル整備や景観計
画による情報発信

再生可能エネル
ギーの普及啓発

市役所本庁舎南側壁面に太陽
光発電システムを設置し、モニ
ターで観察できるようにするな
ど、地球温暖化対策（温暖化に
よる生きものの衰退・絶滅の防
止）として再生可能エネルギーの
普及促進のための啓発を進めて
いきます。

環境衛生課 B A
モニターに流すことによって、来庁者が太陽
光発電の理解につながる内容を検討し啓発
する必要がある。

太陽光発電システムには、説明のアニメー
ションがあり、発電量などの基本的な情報とと
もにモニターで流し、幅広い層に啓発できる
よう検討する。

14
基本　
戦略２

自然に関する情
報発信による生物
多様性保全の普
及・啓発

川西市によるモデ
ル整備や景観計
画による情報発信

川西市都市景観
形成条例の改正
及び川西市景観
計画の策定

川西市都市景観形成条例の改
正及び川西市景観計画の策定
により、市の自然や歴史文化を
はじめとするさまざまな景観資源
を活用し、風格のあるブランド力
を備えた魅力的な景観の形成を
積極的に進めていきます。

都市政策課 A A

・全ての届出において、基準を満足するよう
に景観誘導できた。
・公共施設を設置する各事業課において、
景観形成への配慮意識が醸成され、ホーム
ページで公表することで、事業者や市民にも
情報発信できた。
・コロナ禍でも工夫しながら景観展を実施し、
市民に景観に対しての関心を高めてもらうこ
とができた。

今後も積極的な情報発信に努め、景観資源
の保全や活用により魅力的な景観の形成を
推進する。

15
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

市民生活での生
物多様性保全の
活動の支援

市民や事業者と
の連携による生
物多様性向上
（エコアップ）の
推進

市民や事業者ができる身近な生
物多様性の向上手法についてま
とめ、HPやリーフレットとして広
報し、活動を支援します。

環境衛生課 A A
生物多様性ふるさと川西戦略のデータを閲
覧しないと見ることができないため、閲覧者
は興味のある方に偏っている可能性がある。

令和4年度から5年度にかけてふるさと川西
戦略が改訂されるのを契機に、より目に触れ
やすくなるようなHPに改善する。

16
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

市民生活での生
物多様性保全の
活動の支援

外来種対策の推
進

外来種の侵入経路、影響、対策
の必要性や市民でも実施できる
外来種対策の方法などをまと
め、HPなどで広報するなど、外
来種に対する対策を進めます。

環境衛生課 A A
ヒアリについては、今後も最新の対応方法を
掲載するよう努める必要がある。

ヒアリやセアカゴケグモのみならず、他の外
来生物についても対応策を把握し、HP上に
掲載を考える。

17
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

川西市による文化
財の指定および
生物多様性向上
の事業の実施

文化財保存啓発

天然記念物などの貴重な財産で
ある文化財の保全を進めるととも
に、天然記念物の候補地におい
て調査を行い、新たな指定やそ
の普及啓発、活用を進めていき
ます。

社会教育課 A A
市指定文化財（天然記念物）の新たな措定
を推進することができた。

市指定文化財（天然記念物）の候補物件の
調査を行って、正確な価値づけを行い、所
有者、管理者等と調整を行いながら、慎重に
指定業務を進める。
市指定文化財（天然記念物）の普及啓発、
活用を推進する。

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査（総括）

基本戦略
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資料1-1

自己評価の評価方法     A：目標に向かって事業を実施することができた。 B：実施できていない。
今後の方向性の評価方法   A：次年度以降は実施する。もしくは今年度に引き続いて実施する。  B：今年度以降は廃止を含めて実施内容の再検討する必要がある。

№ 施策名称 施策内容 担当課 自己評価 今後の方向性 成果と課題 今後の方向性

18
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

川西市による文化
財の指定および
生物多様性向上
の事業の実施

ため池などの保
全

農業用灌漑のため、水利組合が
管理するため池や農業用水路な
どの補修、改修、水難防止のた
め、安全柵の設置などへの支援
を行っています。今後の改修な
どに際しては、ため池などにお
ける生物多様性の重要性に配
慮し、進めていけるよう検討して
いきます。

産業振興課 A A

地元水利組合等が農業用施設の補修や改
修の工事を実施することで、農業用施設の
適切な管理やため池などの保全を行うことが
できた。

今後も地元水利組合等が実施するため池や
農業用水路などの補修や改修の支援を行う
とともに、工事に際しては生物多様性の重要
性に配慮するよう依頼する。

19
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

川西市による文化
財の指定および
生物多様性向上
の事業の実施

生物多様性に配
慮した公園・緑
地管理の推進

市内の公園および都市緑地の
管理に際しては、特に外来種の
対策を強化し、生物多様性に配
慮した在来種や川西市のシンボ
ルとなる樹種などの植栽を実施
していきます。

公園緑地課 A A

生物多様性に悪影響を及ぼす外来生物リス
トに基づき、トウネズミモチなどについては駆
除に努めているが、市内全域については公
園数も多く、手が回らないのが実情である。

通報・発見の都度に駆除するという方法で対
応し、引き続き生物多様性に配慮した公園・
緑地管理を推進する。

20
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

川西市による生物
多様性に被害を
与える獣害対策
などの実施

ナラ枯れ対策

カシノナガキクイムシによるナラ
枯れが西日本を中心に被害が
拡大しており、本市は被害最先
端地に指定されていることもあ
り、被害拡大防止に取り組んで
いきます。

産業振興課 A A
ナラ枯れ被害の確認数が減少してきたた
め、被害最先端地から外れた。

森林ボランティア団体等がナラ枯れ対策を実
施できるよう、県のナラ枯れ被害対策事業を
適宜案内する。

21
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

川西市による生物
多様性に被害を
与える獣害対策
などの実施

有害鳥獣対策

川西市鳥獣被害防止計画に基
づき、農作物の被害などの防止
を目的に、個体数の調整などと
してイノシシやシカの捕獲・処分
を行っていきます。

産業振興課 A A
県猟友会川西支部協力のもと、一定数の捕
獲・処分の成果が上がっているが、農作物被
害は無くなっていない。

引き続き県猟友会川西支部と連携し、イノシ
シやシカの捕獲・処分を行い、個体数調整を
図っていく。

22
基本　
戦略３

生物多様性保全
の取り組みの強化

川西市による生物
多様性に被害を
与える獣害対策
などの実施

外来動物対策

農作物の被害などの防止、希少
種を含めた在来種生態系の保
全・回復のため、特定外来生物
であるアライグマ・ヌートリアを対
象に捕獲・処分を行っていきま
す。

産業振興課 A A
捕獲依頼申請数及び捕獲数が増加傾向に
あり、農作物被害が多数発生している。

引き続き県猟友会川西支部と連携し、アライ
グマやヌートリアの捕獲・処分を行い、農作
物被害の防止に努めていく。

23
 基本
 戦略３

 生物多様性保全
 の取り組みの強化

 川西市による生物
 多様性に被害を
 与える獣害対策
 などの実施

 外来植物対策
 川西市の在来植物の生育場所
 を守るために、侵略的な外来植
 物の対策を進めていきます。

 都市政策課  都市政策課該当なしのため削除

生物多様性ふるさと川西戦略　進捗状況調査（総括）

基本戦略
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資料1-1

自己評価の評価方法     A：目標に向かって事業を実施することができた。 B：実施できていない。
今後の方向性の評価方法   A：次年度以降は実施する。もしくは今年度に引き続いて実施する。  B：今年度以降は廃止を含めて実施内容の再検討する必要がある。

№ 施策名称 施策内容 担当課 自己評価 今後の方向性 成果と課題 今後の方向性

24
基本　
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

市民・団体、企業
などとの連携の構
築

生物多様性に関
する情報交換の
場の提供

生物多様性に関する取り組みを
行っている市民、市民活動団
体、事業者などが交流、情報交
換などができる機会や場所を設
けます。

環境衛生課 A A

シンポジウムは中止となったが、川西市で活
動する自然活動団体を紹介する展示会を開
催することによって、団体との交流を維持す
ることができた。

新型コロナウィルス感染症拡大のため、シン
ポジウムの開催は今後も困難であると予想さ
れることから、情報交換について、他の方法
も検討する必要がある。

25
基本　
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

市民・団体、企業
などとの連携の構
築

森林ボランティア
の支援

森林の保全に取り組む森林ボラ
ンティア団体の活動支援を行
い、日本一の里山と言われる黒
川地区の里山を含めた森林の
整備に努めていきます。

産業振興課 A A
各ボランティア団体が黒川地区の里山を含
めた森林の整備や保全の活動を継続するこ
とができた。

引き続き森林ボランティア団体への活動支援
を行い、森林の整備や保全に努めていく。

26
基本　
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

市民・団体、企業
などとの連携の構
築

まち山の再評価

市街地に点在するまち山につい
て、生物多様性の拠点として再
評価するとともに、今後の保全や
活用について、市民との協働の
方法などを検討します。

公園緑地課 A A

一部の緑地の維持管理等を市民団体主体
で進めてもらうことができている。今後も継続
的に活動してもらえるように、団体の支援や
連携を行う。

引き続き、市民団体と連携を図り、各主体の
連携による生物多様性保全活動の継続と拡
大に努める。

27
基本　
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

市民・団体、企業
などとの連携の構
築

事業者との連携
および生物多様
性戦略作成の応
援

兵庫県立一庫公園、独立行政
法人水質源機構一庫ダム管理
所、国崎クリーンセンターなど生
物多様性の拠点となる地点を管
理する事業者などと連携し、生
物多様性の保全活動の推進や
各事業者、団体による生物多様
性（学校・企業・公園など）戦略
の作成を応援します。

環境衛生課 B B

企業、学校等に戦略を作成することで、守る
べきものや目標に向けた行動が具体的にな
るといったメリットを伝えていくことが必要と考
える。

新型コロナウィルス感染症拡大のため、シン
ポジウムやイベントの開催は今後も困難であ
ると予想されることから、他の方法で戦略作
成を応援していきたいと考えている。

28
基本　
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

兵庫県や市民団
体との既存事業
の継続

北摂里山博物館
構想

都会近くに残された北摂の里山
地域一帯を「北摂里山博物館
（地域まるごとミュージアム）」とし
て整備し、生産活動はもとより、
環境学習、野外活動など、訪れ
る人々それぞれのニーズにあわ
せて利活用していくことを通じ、
北摂里山の持続的な保全を図
り、北摂地域の活性化につなげ
ていく取り組みを兵庫県と連携し
て実施していきます。

文化・観光・
スポーツ課

A A

令和５年の川西市黒川里山センターの開設
に向けて、施設の目的に合った指定管理者
の選定を行う。また、関係人口の拡大から地
域課題の解決及び活性化につなげる必要
がある。

令和５年に竣工予定の川西市黒川里山セン
ターを中心に北摂里山を持続的に保全しつ
つ、地域の活性化につながる取組を展開し
ていく。

29
基本　
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

兵庫県や市民団
体との既存事業
の継続

NPOなどと連携
した河川美化の
実施

猪名川水系の美化環境を保全
し、豊かな生物多様性を守るた
めに、NPOなどが実施する河川
美化活動を支援し、発生した廃
棄物の収集、処理などを行って
いきます。

道路整備課 A A

　河川区域の除草業務は下水道技術課によ
り実施された。
　計画通り実施し、河川の美化環境を保全
することに努めることができた。

河川区域の除草業務は下水道技術課により
実施している。
市民団体が行う河川の清掃活動により発生
した廃棄物の収集、処理は、引き続き市民団
体及び美化推進課と連携して実施していく。

30
基本　
戦略４

各主体の連携に
よる生物多様性
保全活動の継続
と拡大

兵庫県や市民団
体との既存事業
の継続

NPOなどと連携
した河川美化の
実施

猪名川水系の美化環境を保全
し、豊かな生物多様性を守るた
めに、NPOなどが実施する河川
美化活動を支援し、発生した廃
棄物の収集、処理などを行って
いきます。

美化推進課 A A 依頼分１２件を全て回収した。 今後とも依頼があれば対応していく。
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資料1-2

自己評価の評価方法　　　　　A 事業を実施することができた。B 事業を実施できていない

今後の方向性の評価方法　　　A 次年度以降実施する。もしくは今年度に引き続いて実施する。B 次年度以降は廃止を含めて実施内容を見直す必要がある。

基本戦略 担当課 自己評価
今後の　　　
方向性

目標値 Ｈ27年度 Ｈ28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 成果と課題・今後の方向性

保育所 教育保育課 B B
市立保育所
の全園児・
保育士

0 0 0 0 0

幼稚園 教育保育課 A B
市立幼稚園
の全園児・
教諭

49
（対象者全

員）

72
（対象者全

員）

56
（対象者全

員）
幼稚園児を対象とした環境教育が終了したため。

小学校 教育保育課 A A
市立小学校
の全３年・４
年・５年生

2,694 2,703
4122

（対象者全
員）

4055
（対象者全

員）

4033
（対象者全

員）

2577
（対象者全

員）

3904
（対象者全

員）

小学校３年生の児童が環境問題に興味関心を持つよ
うになった。また、校区にどのような環境があるかを学
ぶことができ、川西市の特産品を学ぶなど、地域の
方々と共に活動することができた。
　地域によっては活動プログラムが確立されておら
ず、地域での活動が希薄である小学校があることが課
題である。
地域参画を目指し、SDGｓの視点を取り入れ、各小学
校の独自性を活かした小学生が主体的に環境教育
に取り組むことができる環境体験プログラムを構築し
ていく。
また、小学校４年生については、黒川の方々や社会
教育団体の方々の協力を得て、川西の特産品をはじ
め、環境問題や生活の知恵等、幅広く学習をすること
ができた。
　里山と人間がどのように関わってきたかを学習し、
SDGｓについて理解を深めることができた。
　黒川地区のサポーターの方々が、年々減少している
が、広域に募集を行い、増員することができた。
　黒川地区のサポーターの方々を増員し、少人数によ
る体験学習を実現できるようにする。
　サポーターの方々の資質向上を目的とした実地研
修を行っていく。

中学校 教育保育課 A A
市立学校の
全中学２年
生

1,518 1,462
1330

（対象者全
員）

1335
（対象者全

員）

1240
（対象者全

員）

1296
（対象者全

員）

1243
（対象者全

員）

地域や自然の中で、地域の方々や従業員の方々と環
境保全体験や職場体験を行い、地域に学び、自分を
見つめ、他人を思いやる心を育てることができ、「生き
る力」を育むことができた。
地域参画の視点を継続する中で、SDGｓの視点を取り
入れていく。
　地域の事業所やボランティアの方々と継続して「トラ
イやる・ウィーク」に今後も取り組んでいけるように関係
を構築していく。

◆教職員を対象とした研修の
実施

研修を受けた年間の教
職員数

教育保育課 A A

市立小学校
の全３年・４
年・５年教
員

59 53 19 6 26 48 45

日本一の里山である黒川地域・猪名川水系・身近な
自然などの恵みを教職員が再認識した。
　各学校の実情に合わせて教職員が児童へ授業する
には専門的な知識の定着が課題である。
継続的に　「環境体験研修」と「里山フィールド研修」
を実施し、専門的な知識の定着を教職員に図るととも
に、川西市を教材とした環境学習プログラムの定着も
同様に図る。

　生物多様性ふるさと川西戦略　　評　価　指　標（総括）

評価指標

１．環境教育の充実による「ふるさと川西」意識の育成

◆児童・生徒を対象とした　　　　　　　　　
環境教育の実施

各環境教育を受けた　　　　　　　　
年間の人数

- 1 -



資料1-2

自己評価の評価方法　　　　　A 事業を実施することができた。B 事業を実施できていない

今後の方向性の評価方法　　　A 次年度以降実施する。もしくは今年度に引き続いて実施する。B 次年度以降は廃止を含めて実施内容を見直す必要がある。

基本戦略 担当課 自己評価
今後の　　　
方向性

目標値 Ｈ27年度 Ｈ28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 成果と課題・今後の方向性

1年間の各HPへのアクセ
ス数

環境衛生課 A A 3,000 3,027 3,125 3,570 6,614 7,289

活動団体を市民等に知っていただくきっかけを作るこ
とができた。
今回の展示会のように市民が気軽に触れることができ
る催しを継続して実施する必要がある。
活動団体や企業を紹介するページの内容等を随時
更新させ、引き続き情報発信に努めるほか、イベント
情報についても、新型コロナウィルス感染症対策を施
しながら、開催地の変更等も含めて来場者が増えるよ
うなPRに努める。
また、国や兵庫県が作成する上位計画などの広報、
普及啓発引き続き、国や兵庫県の動きを確認し、最
新情報を広報やHPに掲載したいと考えている。

1年間に紹介した自然環
境の数

環境衛生課 A A 1 1 2 4 2 4
活動団体を市民等に知っていただくため、今後も広
報誌やＨＰなどで啓発する。

◆川西市による文化財の指定
及び生物多様性向上の事業
の実施

1年間の天然記念物の
指定件数

社会教育課 A A 増加 2 0 1 1 0 0 2

市指定文化財（天然記念物）の新たな措定を推進す
ることができた。
市指定文化財（天然記念物）の候補物件の調査を
行って、正確な価値づけを行い、所有者、管理者等と
調整を行いながら、慎重に指定業務を進める。
市指定文化財（天然記念物）の普及啓発、活用を推
進する。

◆川西市による生物多様性の
被害を与える獣害対策などの
実施

1年間に捕獲した有害鳥
獣数

産業振興課 A A 245 108 160 286 244 260 277 193

県猟友会川西支部協力のもと、一定数の捕獲・処分
の成果が上がっているが、農作物被害は無くなってい
ない。
引き続き県猟友会川西支部と連携し、イノシシやシカ
の捕獲・処分を行い、個体数調整を図っていく。

　生物多様性ふるさと川西戦略　　評　価　指　標（総括）

評価指標

２．自然に関する情報発信による生物多様性保全の普及・啓発

３．生物多様性保全の取り組み強化

◆広報やHPによる情報発信　

- 2 -



資料1-2

自己評価の評価方法　　　　　A 事業を実施することができた。B 事業を実施できていない

今後の方向性の評価方法　　　A 次年度以降実施する。もしくは今年度に引き続いて実施する。B 次年度以降は廃止を含めて実施内容を見直す必要がある。

基本戦略 担当課 自己評価
今後の　　　
方向性

目標値 Ｈ27年度 Ｈ28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 成果と課題・今後の方向性

情報交換の実施回数 環境衛生課 A A 1 1 1 1 1 1

シンポジウムは中止となったが、川西市で活動する自
然活動団体を紹介する展示会を開催することによっ
て、団体との交流を維持することができた。
新型コロナウィルス感染症拡大のため、シンポジウム
の開催は今後も困難であると予想されることから、情
報交換について、他の方法も検討する必要がある。

1年間に支援したボラン
ティア数

産業振興課 A A 250 219 231 246 237 253 231 267

各ボランティア団体が黒川地区の里山を含めた森林
の整備や保全の活動を継続することができた。
引き続き森林ボランティア団体への活動支援を行い、
森林の整備や保全に努めていく。

1年間に支援したボラン
ティア数

環境衛生課 A A 18 15 16 16 16 17

企業、学校等に戦略を作成することで、守るべきもの
や目標に向けた行動が具体的になるといったメリットを
伝えていくことが必要と考える。
新型コロナウィルス感染症拡大のため、シンポジウム
やイベントの開催は今後も困難であると予想されること
から、他の方法で戦略作成を応援していきたいと考え
ている。

企業、学校などが作成し
た生物多様性戦略の数

環境衛生課 B B 0 0 0 0 0

企業、学校などが作成した生物多様性戦略はない
が、各団体が環境の方針に基づいて活動に取り組ん
でいる。

◆兵庫県や市民団体との既
存事業の継続

河川美化活動の年間の
実施回数

道路整備課 A A 3 不明 7 9 12 12

河川区域の除草業務は下水道技術課により実施され
た。
計画通り実施し、河川の美化環境を保全することに努
めることができた。
河川区域の除草業務は下水道技術課により実施して
いる。
市民団体が行う河川の清掃活動により発生した廃棄
物の収集、処理は、引き続き市民団体及び美化推進
課と連携して実施していく。

　生物多様性ふるさと川西戦略　　評　価　指　標（総括）

評価指標

４．各主体の連携による生物多様性保全活動の継続と拡大

◆市民、団体、企業などとの連
携の構築

- 3 -



資料２

「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂について　 

１．計画の目的と位置づけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

     川西の素晴らしい自然と文化のもとになる生物多様性を次世代に引き継ぎ、持続的に利用すること

を目的に、私たちのふるさとである川西に誇りと愛着を持って、自然や文化、生物多様性の理解を深

め、川西総動員で生物多様性を守り、育み、共生するまちづくりを進めていくために取るべき行動に

ついて提言するものである。 

２．現計画の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

   （１）計画期間 

２０１５（平成２７）年度～２０３２（令和１４）年度 【１８年間】　第１期２０２２年度まで 

　　（２）内容 

生物多様性の豊かな川西市の将来像を見据え、目標とそれを達成するための戦略として「ふる

さと川西市民戦略」と「環境教育」、「情報発信」、「保全の取り組み強化」、「連携による活動の拡

大」に関する４つの基本戦略を定め、具体的な行動計画を提案している。 

３．国・県の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（１）国の動向 

2012（平成 24）年９月に閣議決定された「生物多様性国家戦略 2012-2020」の改定に向けた検討が

進められている。 

　　次期戦略案の作成に向けて、愛知目標に続く生物多様性の新たな世界目標「ポスト 2020 生物多様

性枠組」（2022 年 12 月に予定される生物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15）第二部において

採択見通し）を反映した新たな目標や取組等について、生物多様性国家戦略小委員会を中心に議論

されている。 

　  議論で取り上げられている主なキーワードとして、2030 年までに陸と海の 30％以上を保全する目標

である「30by30 目標」や、生物多様性の減少傾向を食い止め、回復に向かわせる目標である「ネイチ

ャーポジティブ」などが挙げられる。 

（２）県の動向 

　   県では、2014（平成 26）年３月に「生物多様性ひょうご戦略」を策定し、生物多様性を取り巻く自

然・社会・経済環境の変化を反映し、2019（平成 31）年２月に戦略の改定を実施した。 

　　 現行計画における課題として、次の内容が挙げられる。 

・侵略的な外来生物の侵入対策強化（ヒアリ、クビアカツヤカミキリなど） 

・野生鳥獣被害対策（シカやイノシシによる食害、カワウの食害による在来魚の減少、アライグマ



等外来生物の分布拡大など） 

・瀬戸内海の再生に向けた健全な物質循環の確保やごみ対策 

・気候変動による種の絶滅や生息・成育域の移動、減少、消滅改善の対策 

・持続可能な里地・里山の維持に向けた対策 

・生物多様性の保全等に関わる人材の確保に向けた対策 

 

４．改訂の方向性                       

長期的な視点が必要である「生物多様性ふるさと川西戦略」については現在の内容

の大幅な変更はせず、現状に合った改訂に留める。ただし、現在、国が改訂作業中で

ある次期生物多様性国家戦略素案に記載がある 5 つの基本戦略と個別目標に沿った

内容とし、SDGｓ、ネイチャーポジティブ、３０ｂｙ３０、ワンヘルスなどの要素を取り込んで、

計画の改訂を行う。 
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資料４

今後の部会の日程については、次のとおりです。
審議の進捗状況により、内容及び開催時期が変更になる場合があります。

開催回数

5月16日 第１回

11月11日 第２回

５年１月 第３回

５月末 第４回

７月末 第５回

今後のスケジュールについて（案）

時期 審議事項
（１）「生物多様性ふるさと川西戦略」の令和３年度計画進捗状況
について     
（２）「生物多様性ふるさと川西戦略」の推進について             
（３）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂について 

（１）「生物多様性ふるさと川西戦略」第１期計画の総括について
（２）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂概要及び今後の
スケジュールについて                  
（３）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂内容について
（４）「生物多様性ふるさと川西戦略」のアンケート調査の実施に
ついて

（１）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂内容について
  ①各課ヒアリング結果について
  ②指標の改訂案について

（１）アンケート調査実施結果について
（２）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂素案について

（１）「生物多様性ふるさと川西戦略」の計画改訂答申案について

令和
４年度

令和
５年度



資料５

該当頁 改 正 点
Ｐ２ １．「生物多様性ふるさと川西戦略」策定の目的  ・改訂の趣旨についての説明を加える。

２．生物多様性とは
（２）失われつつある生物多様性～生物多様性を脅かす４つの危機～

・新名神は３０年３月に開通しているので、「建設
が進められている」を変更。
・石道開発・舎羅林山開発を追記

 ３）外国から持ち込まれた外来種の野生化による要因（第３の危機） ・国内の移動についても記述

Ｐ７ （３）生物多様性の大切さ～生物多様性を守る４つの意味～
・生物多様性国家戦略が改訂されるので、動向を確
認しておく。

３．策定の背景と位置づけ

Ｐ９ （１）生物多様性戦略に関する関係法令や国、県などの動向 ・表に動向追加。（2022年まで記載）

Ｐ１０
・計画期間の下の第5次川西市総合計画を含んだ文言
の更新

１．川西市の概況

Ｐ１２ （１）位置・地勢・交通 ・文末「新名神」の内容変更

・総合医療センター・給食センターを追記
Ｐ１３ （２）気候 ・直近の情報に修正

２．川西市が誇る豊かな自然
（２）川西市の多様な環境・生態系

生物多様性ふるさと川西戦略変更事項

第１章「生物多様性ふるさと川西戦略」策定の目的と位置づけ

項  目

 １）人間活動などの直接的な要因（第１の危機）

（２）「生物多様性ふるさと川西戦略」の位置づけ
（３）計画の範囲と計画期間

第２章川西市の生物多様性の現状と課題

Ｐ５



・多くの生きものが生育しています。→多くの生き
ものが生育・生息しています。

 ◇生物多様性の状況 ・昆虫など動物も分かれば追記

◇生物多様性の状況
・昆虫など動物も分かれば入れる。活動団体に協力
いただけば記入可能

 １）日本一の里山

 ◇生物多様性の状況

 ２）棚田

 ３）ニュータウンのまち山

Ｐ１６



Ｐ１８
 ◇生物多様性の状況 ・ヘイケボタルも発見されているため追記

（３）川西市の生物相

Ｐ２１
・文献や資料が更新されていれば、確認生物数の更
新が必要

・確認生物数の比較自治体を増やすことが可能。神
戸市、伊丹市追加可能。西宮市、加西市は変更あ
り。

Ｐ２２
～
Ｐ２３

・太字になっている国版及び兵庫県版レッドリスト
は更新されているため、確認要

Ｐ２４
・昆虫類のところに台場クヌギの写真が出てくるこ
とに違和感があるため削除

Ｐ２５   ②在来生物 ・県内のホンドジカの数に更新ないか確認。
・カシノナガキクイムシの被害はまち山でもあると
聞いている（表記の修正）
特定外来生物の表記確認

（４）川西市の特産品・文化
・図７の範囲の丸の色を種類ごとに分ける。
・図にモモの写真も入れる。
・図７の円の修正

Ｐ２７
・図８の黄色の点線は何を意味するか。→黒川地区
（里山地区？）を表示

３．自然環境保全における取り組み
（１）行政の代表的な取り組み

 ４）段丘崖のエノキ林

 １）概要

 ２）植物～６）爬虫類

 ７）昆虫類

 １０）問題をおこす生物

 １）農産物（イチジク、クリ、モモ）

 ２）茶道文化と菊炭・台場クヌギ

Ｐ２６



・本文1行目：「2002年の」→「2002年に」
・本文5行目：第２次環境基本計画に改める。

  ②森林振興事業 ・事業名「森林振興事業」→「林業振興事業」

・成果 助成金の交付について令和4年度の状況に更
新
・黒川里山センターを追記

  ③知明湖活用推進事業
・「龍化渓流地区」→「龍化地区」、「出合なぎさ
地区」→「出合地区」

Ｐ２９ （２）市民団体の取り組み ・市で把握している全ての団体について説明
・図９に全体の活動地をプロットで示す。
・多太神社の森（多太神社の森を守る会）を削除
（Ｒ４．１解散決定）

 １）基本計画の作成

 ２）具体的な取り組み

Ｐ２８



（３）事業者の取り組み
・猪名川河川事務所に実施内容を確認
・一庫ダム管理所へ事業内容を確認
・事業内容の確認
・パーク戦略の写真を移動
・事業内容の確認
・啓発事業連携について追記

Ｐ３１

 ■能勢電鉄株式会社
・平成２３年に黒川字奥瀧谷エドヒガン群落が、平
成２９年に黒川字奥瀧谷台場クヌギ群落が市指定の
天然記念物になっていること追記する。
・事業内容の確認

■黒田電気株式会社・株式会社チュチュアンナ・アサヒビール株
式会社

・事業内容の確認

・竹中工務店の清和台の森づくり追記必要
・ダイハツ工業 多田工場の多田祭・猪名川クリー
ン作戦参加のほか、ビオトープを作ったこと追記

（４）その他の取り組み 
・生物多様性ふるさと川西戦略シンポジウム、環境
基本計画シンポジウム（R5.1.29）を追記

Ｐ３２
・「川西市によるモデル整備や景観計画による情報
発信」及び「市民生活での生物多様性保全の活動の
支援」について評価できるような内容を含める。
・策定の専門部会（第４回）では同じアンケートを
とり、比較するとの意見が出ている。

Ｐ３６
・設問４の今後川西市で残したい自然の「神社林」
→「社寺林」に変更

 １）猪名川河川事務所の外来植物対策
 ２）一庫ダムの外来魚対策
 ３）兵庫県立一庫公園の取り組み
 ４）国崎クリーンセンターの活動

 ５）企業

Ｐ３０

４．市民の意識～アンケート調査より～



Ｐ３９
・設問８の情報発信方法のアイデアはSNSなど追加
する。

Ｐ４０ ５．川西市の地域区分とその特徴・課題
（１）川西市の地域区分 ・見直し検討、市街地地域にキセラ地区を追記

各地域共通部分

①    基礎情報 ・公園数の確認

⑤生物多様性保全に向けた課題の整理 ・項目ごとに下線を引く意味はないため削除

Ｐ４２
～

Ｐ５３



（２）地域の特徴の分析

①    基礎情報
・重要な生態系などの数は何を参考にしているの
か。
・シンボル的な生きものなどにする。見てよくわか
らない写真は変更する。

②重要な生態系・特徴的な自然
・自然環境にのみ下線が入っており、産業（恵み）
には入っていない。統一する。

③活動団体など ・自然活動団体の活動地漏れがないように載せる。

④市民の意識
・市民の意識欄は、アンケート結果によって内容を
更新

図面
・マスタープランの地域分けを記載する必要がある
のか？

Ｐ４２ ・図の中の①黒川の山林（大槌）→（大土）に変更

③活動団体など
・能勢妙見山ブナ守の会、ひとくらクラブ、ひとく
ら森のクラブ、NPO法人北摂里山文化保存会を追加

⑤生物多様性保全に向けた課題の整理 ・”整理”を削除
・連携欄に自然活動団体を追記する。

Ｐ４３
右のページの図：市の天然記念物が増えているので
確認すること（一庫ダム管理事務所のエドヒガン、
台場クヌギ）
・重要な生態系などの数に「大和フォレストクラ
ブ」の活動地などは入らないのか。

①    基礎情報 ・新名神高速道路の内容は入れないか。
③活動団体など ・大和フォレストクラブを追加する。

各地域共通部分

１）里山地域

２）ニュータウン１地域

Ｐ４２
～

Ｐ５３

Ｐ４４



⑤生物多様性保全に向けた課題の整理 ・ゴルフ場の生物多様性の確認の方法は。

②重要な生態系・特徴的な自然
・産業（恵み）にクリ（銀寄）を追加（特産品であ
るクリ(銀寄)が栽培されている。）

③活動団体など
・多太神社の森を守る会（多太神社社叢）を削除
（Ｒ４．１解散決定）
・東多田里山の会を追加

⑤生物多様性保全に向けた課題の整理 ・社寺林か神社林で言葉を統一

３）ニュータウン２地域

Ｐ４６



②重要な生態系・特徴的な自然
・自然環境に、虫生の森が市の天然記念物指定を受
けたことを追記

③活動団体など
・虫生川周辺の自然を守る会（森林、植物）←昆虫
も調査しているため追記
・キセラ川西せせらぎ遊歩道の内容を追加する。

Ｐ５０ ①    基礎情報
 ・キセラ川西せせらぎ公園、出在家健幸公園など
追加
健幸公園を全部記載するかどうか？

②重要な生態系・特徴的な自然 ・自然環境中「神社林」→「社寺林」に変更
・産業(恵み)中｢早生のモモや｣を削除

③活動団体など
 ・流域ネット猪名川も活動している可能性あるた
め確認

⑤生物多様性保全に向けた課題の整理 ・基礎情報の収集は特になしでよいのか。
・社寺林か神社林で言葉を統一。→寺院も含まれる
ため社寺林でよいのでは。

Ｐ５２ ②重要な生態系・特徴的な自然
・自然環境中「河川本来の植生が発達するともに」
→「河川本来の植生が発達するとともに」

（３）課題のまとめ
Ｐ５４   １）川西市における４つの生物多様性の危機に対する課題 ・写真があれば貼る。

  ①第一の危機に関連する課題（直接的な影響） ・新名神高速道路建設後の影響に触れるか。
  ④第四の危機（地球温暖化の影響）

  ２）川西市の生物多様性に関する認識と情報の不足
・市民の認識不足と決めつけると気分を害す読者の
声があった。市の発信不足もあるので、課題が明確
となったという方向で記載した方がいいのでは。

第３章 「生物多様性ふるさと川西戦略」が目指すもの

４）ニュータウン３地域

５）市街地１地域

６）市街地２地域

Ｐ４８



Ｐ５６ １．生物多様性保全の基本理念と目指すべき川西市の将来像
・生物多様性新国家戦略に併せて、新たな理念に変
更する可能性あり。

Ｐ５７
・生物多様性新国家戦略に併せて、新たな理念に変
更する可能性あり。

第4章 行動計画

Ｐ６２
～
Ｐ６３

・市民向けの話と事業者向けの話が一緒になってい
るため変更が必要ではないか？（変更の場合専門部
会で決を採る必要がある）

Ｐ６４
～
Ｐ６９

２．基本戦略に基づく行動計画
・各担当部署を現在のものに改める必要あり、令和5
年度の所管名にする。

Ｐ６７
２）川西市による文化財の指定および生物多様性向上の事業の実

施
・天然記念物を追加（社会教育課に確認）

Ｐ６８ （4）各主体の連携による生物多様性保全活動の継続と拡大（基本戦略４）
１）市民、団体、企業などとの連携の構築

④事業名【事業者との連携および生物多様性戦略作成の応援】・
担当部署【美化環境部】

項目を削除、もしくは修正する。

戦略の進捗を評価するための指標
｢・１年間に企業、学校などが作成した個別の生物多
様性戦略の数｣を削除

第5章 推進体制と進行管理

（１）庁内担当部署との連携強化
＜各部の役割と今後の重点項目＞  ・令和5年度の部署名に修正

・「（仮称）生物多様性ふるさと川西戦略推進委員
会」の（仮称）を取る

２．進行管理

２．目標の設定

１．「ふるさと川西市民戦略」

1。推進体制

Ｐ６９

Ｐ７２
～

Ｐ７３



Ｐ７４  （１）進行管理計画  ・記載内容の見直し（アンケートの実施など）



資料６

【生物多様性ふるさと川西戦略　図表リスト】2015 年（平成 27 年）3 月発行 

 

 図表名・番号 出典元 備考

 有 無

 図１　生物多様性の概念図 ●

 図２　「生物多様性ふるさと川西戦略」の位

置づけ

●

 図３　川西市の位置 ●

 図４　川西市の気候 ●

 図５　川西市の現存植生 ● 「地球環境調査」 2002 年 
兵庫県植生誌研究会

 図６　川西市の表層地質 ● 「兵庫の地質」 1996 年 
兵庫県

 図７　川西市の特産品の生産地 ●

 図８　菊炭の生産地と台場クヌギの分布 ●

 図９　各主体の活動状況 ●

 図10　回答者の居住地区の割合 ●

 図11　生物多様性の言葉の認識 ●

 図12　生物多様性に関する出来事の認識 ●

 図13　川西市の自然環境などに関する認識度 ●

 図14　残したい自然環境 ●

 図15　自然環境に配慮した行動 ●

 図16　自然環境の保全活動などの経験・意志 ●

 図17　情報発信のアイデア ●

 図18　川西市の地域区分 ●

 図19　「生物多様性ふるさと川西戦略」の概要 ●

 図20　推進体制と進行管理イメージ ●

 表１　生物多様性に関する動向 ●

 表２　川西市の確認生物数 ●

 表3　他市との確認生物数の比較 ●

 表４　回収結果 ● 市民アンケート調査より

 表５　回答者の属性（性別・年齢構成） ● 〃

 表６　年代別の認識度 ●

 表７　川西市の地域区分とその特徴 ●

 表8　生物多様性ふるさと川西戦略」進行管理

計画

●

 わが国の生物多様性の回復イメージ ● 生物多様性国家戦略2010パンプレッ

ト「いのちは支え合う」より引用



◆生きもの情報など　 

　『いのちは支えあう　生物多様性国家戦略2010』（環境省2010年） 

　『河川水辺の国勢調査（鳥類）』（国土交通省近畿地方整備局猪名川河川事務所2006年） 

　『河川水辺の国勢調査（河川環境基図）』（国土交通省近畿地方整備局猪名川河川事務所2011年） 

　『河川水辺の国勢調査（植物）』（国土交通省近畿地方整備局猪名川河川事務所2010年） 

　『かわにし里山の自然と生き物』（川西市教育委員会1998年） 

　『川西市国崎字小路におけるヒメボタルの生息状況調査及び保全措置にかかる研究報告書』 

（兵庫県立人と自然の博物館2005年） 

　『川西市景観MAP』（川西市） 

　『川西市史第二巻』（川西市1976年） 

　『川西の歴史と産業』（菅原2007年） 

　『15年間で著しく減少した川西市加茂地区のヒメボタル』( 川西自然教室2010年) 

　『生息地の造成工事がヒメボタル個体群へ与える影響に関する研究報告書』 

（兵庫県立人と自然の博物館2006年） 

　『生物多様性ひとくらパーク戦略』（兵庫県立一庫公園2011年） 

　『第2回わがまち再発見写真集』( 川西市2013年) 

　『ひょうごのいきもの・ふるさとを見守るなかま』（兵庫県立人と自然の博物館2010年） 

　『兵庫県における大・中型野生動物の生息状況と人との軋轢の現状（自然環境モノグラフ3）』 

（兵庫県立人と自然の博物館2007年） 

　『兵庫県における鳥類の分布と変遷（自然環境モノグラフ2）』 

（兵庫県立人と自然の博物館2006年） 

　『兵庫県におけるハバチ類の種多様性（自然環境モノグラフ1）』 

（兵庫県立人と自然の博物館2004年） 

　『兵庫県におけるヒメボタルの分布』（八木剛2007年） 

　『兵庫県の樹木誌』（兵庫県1996年） 

　『兵庫県の淡水魚（自然環境モノグラフ4）』 

（兵庫県立人と自然の博物館2008年） 

　『兵庫県の蝶』（畑政巳・近藤伸一2007年） 

　『兵庫県版レッドデータブック2011（生態系）』（兵庫県2011年） 

　『兵庫県版レッドデータブック2010（植物）』（兵庫県2010年） 

　『ひょうごの川・自然環境調査』（兵庫県2005年） 

　『13年度地域環境調査』（兵庫県植生誌研究会1992年） 

　『水辺現地調査（両生類他）』（国土交通省近畿地方整備局猪名川河川事務所2012年） 

　『水辺現地調査（魚類）』（国土交通省近畿地方整備局猪名川河川事務所2013年） 

　『未来につなげる国崎の自然エドヒガン群生林』( 国崎クリーンセンター2012年) 

　『未来につなげる国崎の自然ヒメボタル飛翔林』( 国崎クリーンセンター2013年) 

　『用水路に出た！オオサンショウウオ兵庫・川西』（水の生き物にゅーす2009年） 

　　 



78◆貴重性・外来性の判定　 

　『改定・兵庫の貴重な自然兵庫県版レッドデータブック2003』（兵庫県2003年） 

　『外来生物法』（法律第78号2004） 

　『環境省動物・植物レッドリスト』（環境省2012年） 

　『環境省動物・動物レッドリスト』（環境省2012年） 

　『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律』（法律第75号1983年） 

　『兵庫県の生物多様性に悪影響を及ぼす外来生物リスト（ブラックリスト）』（兵庫県2010年） 

　『兵庫の貴重な自然兵庫県版レッドデータブック2010（植物・植物群落）』（兵庫県2010年） 

　『兵庫の貴重な自然兵庫県版レッドデータブック2012-2014 

（鳥類・昆虫類・貝類・その他無脊椎動物）』（兵庫県2012～2014年） 

　『川西市文化財保護条例』（川西市1966年） 

　 

◆重要な生態系の抽出根拠　 

　『川西市緑の基本計画』（川西市2002年） 

　『兵庫県立自然公園条例』（兵庫県1963年） 

　『特定植物群落』（環境庁1979年） 

　『兵庫の貴重な自然兵庫県版レッドデータブック2010（植物・植物群落）』（兵庫県2010年） 

　『兵庫の貴重な自然兵庫県版レッドデータブック2011（地形・地質・自然景観・生態系）』 

（兵庫県2011年） 

　『川西市文化財保護条例』（川西市1966年） 

　『北摂里山博物館構想』（兵庫県阪神北県民局 2011 年）



資料７

目
的

①調査対象 １6歳以上の市民約１２００名（無作為抽出）

②調査方法

①属性(２問) ・年齢層・居住地域・居住年数
②設問
(１０～１５問)

①単純集計

②クロス集計

③自由回答

「生物多様性ふるさと川西戦略のアンケート」について

戦略第１期の最終年度である今年度にアンケートを実施することで、戦略に対する市民への
認識度や参画意欲の状況などを把握し、「生物多様性ふるさと川西戦略」の見直しを行うた
めアンケート調査を実施します。 
　なお、調査時期は１月～２月を予定しています。

≪市民アンケート≫
・「生物多様性」という言葉や考え方の浸透度合いを把握する（「生物多様性かわにし戦略」をまと
めるにあたり、説明内容の工夫や、説明ポイントの絞り込みに活用する。）
・川西市には、他の自治体にはないすばらしい自然や文化があり、これらは川西市の生物多様性を守
る重要な場所にもなっている。こうした自然や文化を川西市民みなさんがどれだけご存じか、また、
今後も守っていきたい、または残していきたいと感じておられるのかを把握する。
（「生物多様性かわにし戦略」で目標とすべき自然や将来像を検討する際の参考とする。）
・今後、市民が生物多様性を守っていくため『できる』ことを把握する。
（川西市の生物多様性を保全するための施策や行動計画を決めていくために活用する。）

回答様式（紙）、市アンケートフォームを使用して回答する方法で実施する

・「生物多様性」という言葉の認識度
・「生物多様性ふるさと川西戦略」の認識度
・「川西市の生態系を育むすばらしい自然」の認識度
・川西市で残したいと思う自然について
・過去よりも悪くなり、元に戻すべき自然や場所について
・日常生活の中で生きものや自然環境に配慮した行動を心がけているか。
・生きものや自然環境を対象にした保全活動・学習会などに参加した経験や意思につ
いて
・「生物多様性」の保全にあたり、川西市はどのような取組をすべきか
・川西市における自然環境や生物多様性に関するご意見、ご要望、ご自身のお考えな
ど

回答者の属性、設問ごとの回答を集計

回答者の属性と設問内容間、または設問間の関連の深いものや特徴が見られるものに
ついて、分析し、その傾向を把握する。

記述内容を整理・分類・類似する件数を把握し、その傾向をまとめる

調
査
内
容

調
査
項
目

集
計
・
分
析



目
的

①調査対象 市内の小学６年生約２００名

②調査方法

①属性(０問)
②設問
(約１０問)

①単純集計

②クロス集計

③自由回答

≪小学６年生≫
・「生物多様性」という言葉や考え方の浸透度合いを把握する（「生物多様性かわにし戦略」をまと
めるにあたり、説明内容の工夫や、説明ポイントの絞り込みに活用する。）
・川西市には、他の自治体にはないすばらしい自然や文化があり、これらは川西市の生物多様性を守
る重要な場所にもなっている。こうした自然や文化を川西市民みなさんがどれだけご存じか、また、
今後も守っていきたい、または残していきたいと感じておられるのかを把握する。
（「生物多様性かわにし戦略」で目標とすべき自然や将来像を検討する際の参考とする。）
・今後、市民が生物多様性を守っていくため『できる』ことを把握する。
（川西市の生物多様性を保全するための施策や行動計画を決めていくために活用する。）

回答様式（紙）、市アンケートフォームを使用して回答する方法で実施する

・「生物多様性」という言葉の認識度
・「生物多様性ふるさと川西戦略」の認識度
・川西市で残したいと思う自然について
・日常生活の中で生きものや自然環境に配慮した行動を心がけているか。
・生きものや自然環境を対象にした保全活動・学習会などに参加した経験や意思につ
いて
・川西市における自然環境や生物多様性に関するご意見、ご要望、ご自身のお考えな
ど

回答者の属性、設問ごとの回答を集計

回答者の属性と設問内容間、または設問間の関連の深いものや特徴が見られるものに
ついて、分析し、その傾向を把握する。

記述内容を整理・分類・類似する件数を把握し、その傾向をまとめる

調
査
内
容

調
査
項
目

集
計
・
分
析



目
的

①調査対象 市内の事業者１００社（無作為抽出）

②調査方法

①属性(２問) ・職種・事業年数
②設問
(１０～１５問)

①単純集計

②クロス集計

③自由回答

≪事業者アンケート≫
・「生物多様性」という言葉や考え方の浸透度合いを把握する（「生物多様性かわにし戦略」をまと
めるにあたり、説明内容の工夫や、説明ポイントの絞り込みに活用する。）
・今後、市民が生物多様性を守っていくため『できる』ことを把握する。
（川西市の生物多様性を保全するための施策や行動計画を決めていくために活用する。）

回答様式（紙）、市アンケートフォームを使用して回答する方法で実施する

・「生物多様性」という言葉の認識度
・「生物多様性ふるさと川西戦略」の認識度
・川西市で残したいと思う自然について
・日常生活の中で生きものや自然環境に配慮した行動を心がけているか。
・生物多様性の保全にあたり、川西市が行うべき取り組み
・川西市における自然環境や生物多様性に関するご意見、ご要望、ご自身のお考えな
ど

回答者の属性、設問ごとの回答を集計

回答者の属性と設問内容間、または設問間の関連の深いものや特徴が見られるものに
ついて、分析し、その傾向を把握する。

記述内容を整理・分類・類似する件数を把握し、その傾向をまとめる

調
査
内
容

調
査
項
目

集
計
・
分
析



【資料７－１】

生物多様性に関する市民アンケート（案） 

 

お答えいただく方に関する設問　 

　　設問の意図：年齢層やお住まいの場所ごとにアンケート結果を分析するために利用します。 

 

Q１.　あなたの年齢について、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

１． ～１９歳　　　　　  ２．　２０歳～２９歳　　　　３．３０歳～３９歳 

４．　４０歳～４９歳　　　５．　５０歳～５９歳　　　　６．６０歳以上 

 

Q２.　あなたのお住まいについて、町丁名を記入し、川西市内での居住年数をご記入ください。 

 

　　　お住まい：　川西市　　　　　　　　　　　　　　　　居住：　約　　　　　年　 

 

 

 



生物多様性に関する設問　 

設問の意図：「生物多様性」という言葉や考え方の浸透度合いを把握します。「生物多様性かわにし戦略」

をまとめるにあたり、説明内容の工夫や、説明ポイントの絞り込みに活用します。 

 

Q３.　あなたは「生物多様性」という言葉をご存じでしたか。あてはまる番号 1 つに○をつけてく

ださい。 

 

１． 言葉も意味も知っていた 

２． 意味は知らないが聞いたことはあった 

３． 知らなかった・聞いたこともなかった 

 

Q４.　あなたは「生物多様性ふるさと川西戦略」をご存じでしたか。あてはまる番号 1 つに○をつ

けてください。 

 

１． 言葉も内容も知っていた 

２． 内容は知らないが聞いたことはあった 

３． 知らなかった・聞いたこともなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



川西市の自然に関する設問　 

設問の意図：川西市には、他の自治体にはないすばらしい自然や文化があります。これらは川西市の

生物多様性を守る重要な場所にもなっています。こうした自然や文化を川西市民みなさ

んがどれだけご存じか、また、今後も守っていきたい、または残していきたいと感じて

おられるのかを把握します。 

「生物多様性かわにし戦略」で目標とすべき自然や将来像を検討する際の参考とします。 

 

Ｑ５.　次のページより「川西市の生態系を育むすばらしい自然」を示しています。１～１６の自然について、

知っている、聞いたことがあるものにチェックを入れてください。 

 

 

　紹介している自然の番号の横にチェック欄があります。それぞれの自然について、知っている、または、聞

いたことがある自然であれば、チェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤丸で示した四角の中にチェ

ックを入れてください。 

 

◆記入方法→☑ 

用紙は全部で 16 の自然を 

紹介しています。

川西市の生物多様性を育むすばらしい自然

□ご存じの方はチェックを入れてください。



□ご存じの方はチェックを入れてください。 

川西市の生物多様性を育むすばらしい自然  



 



Q６.　あなたが今後、川西市で残したいと思う自然はどのようなものですか。あてはまる番号に○をつけてく

ださい。（○は３つまで）。 

 

１． 昆虫採集やハイキングが楽しめる里山（雑木林） 

２． 草花遊びができる畦や草原 

３． イチジク、クリ、モモなど特産品がつくられている果樹園 

４． 地元産の野菜や米が採れる農地 

５． カエルやメダカのすむ田んぼや池 

６． 水がきれいで生きもの豊かな水辺（　猪名川　・　渓流　・　水路　） 

７． 緑が多く、生きものがたくさんすむ公園 

８． 落ち着きのある神社の森 

９． 特にない 

１０． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

 

Ｑ７.　逆に過去よりも悪くなり、元に戻すべき自然や場所があればお書きください。 

 

　　　 

悪くなってしまった場所、どのように悪くなったのかなどを書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生物多様性に関わる行動に関する設問　 

設問の意図：今後、皆さんが生物多様性を守っていくため『できる』ことを把握します。川西市の生

物多様性を保全するための施策や行動計画を決めていくために活用します。 

 

Q８.　日常生活の中で生きものや自然環境に配慮した行動を心がけていますか。右端の欄のあては

まる欄に○をつけてください。 

 

 

 

※ビオトープ（Biotope）：「生きもの（Bio）」が生息する「環境・空間（Tope）」という意味です。具体的に

は、ため池、湿地、草原、里山などの場所であり、生きものを呼び込むために人工的に作り出したもの

のことをいいます。  

 
取り組み・活動内容

常に意識

して行動

している

時々行動

している

行動して

いない

 １．ネコやカラスの餌にならないよう、ごみ出しのルールを守っている

 ２．地域の公園などの清掃活動へ参加している

 ３．飼っていた生きものを野外に逃がしたり、捨てたりしない

 ４．ベランダや庭に鳥やチョウが好む植物を植える

 ５．学校や職場などの※ビオトープづくりに関わる

 ６．ハイキングや自然観察会などに出かける

 ７．里山や水辺で生きものや自然環境を保全する活動へ参加する

 ８．地域の特産品（クリ、イチジク、地場の野菜等）を積極的に消費する

 ９．環境に配慮した商品を購入する

 10.公共交通機関（鉄道、バス）を利用する

 11.節電やエコドライブなどの省エネルギーや再生可能エネルギーの利用に

取り組んでいる



Q９.　生きものや自然環境を対象にした保全活動・学習会などに参加した経験や意思についてお尋ねします。 

 

＜① 参加経験や意思について、あてはまる内容１つに○をつけてください＞ 

１． よく参加している 

２． 参加したことがある 

３． 参加したことはないが、今後は、参加してみたいと思っている 

４． 特に興味はない 

 

１～３を回答した方は、下記の②、③の設問もお答えください。 

 

＜② 参加している・参加したい活動などについて、あてはまる項目すべてに○をつけてください）＞ 

　・河川清掃　　　　　・地域の緑地・公園清掃　　　・自然観察会　　　　　・農業体験 

　・里山活動体験（里山整備、間伐、植樹）　　　　　・生物多様性の学習会 

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

＜③ 情報はどこで知りましたか、また、どこから発信するとよいと思いますか。あてはまる項目すべて

に○をつけてください＞ 

　・広報かわにし　　　・川西市のホームページ　　　・川西市公式SNS 

・チラシ（公民館）　　・チラシ（学校） 

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

Q1０.　「生物多様性」の保全にあたり、川西市はどのような取組を行うとよいと思いますか。あてはまる番

号に〇をつけてください。（〇は３つまで） 

 

１. 希少な動植物の保護 

２. 里山など身近な自然の保護 

３. 害獣や外来生物による生態系への被害の防止 

４. 生態系の調査やデータの集積 

５. 生物多様性保全に取り組む企業や団体への支援 

６. 生物多様性の保全に関する情報の普及啓発 

７. 学校や地域のイベントによる環境教育の推進 

８. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

 



Q1１.　川西市における自然環境や生物多様性に関するご意見、ご要望、ご自身のお考えなどがありましたら

ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。



【資料７－2】

生物多様性に関する小学生アンケート（案） 

 

お答えいただく方に関する設問　 

　　設問の意図：  

 

生物多様性に関する設問　 

設問の意図：「生物多様性」という言葉や考え方の浸透度合いを把握します。「生物多様性かわにし戦略」

をまとめるにあたり、説明内容の工夫や、説明ポイントの絞り込みに活用します。 

 

Q１　あなたは「生物多様性」という言葉を知っていますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてく

ださい。 

 

１． 言葉も意味も知っていた 

２． 意味は知らないが聞いたことはあった 

３． 知らなかった・聞いたこともなかった 

 

Q２.　あなたは「生物多様性ふるさと川西戦略」を知っていますか。あてはまる番号 1 つに○をつ

けてください。 

 

１． 言葉も内容も知っていた 

２． 内容は知らないが聞いたことはあった 

３． 知らなかった・聞いたこともなかった 

 

 



川西市の自然に関する設問　 

設問の意図：川西市には、他の自治体にはないすばらしい自然や文化があります。これらは川西市の

生物多様性を守る重要な場所にもなっています。こうした自然や文化を川西市民みなさ

んがどれだけご存じか、また、今後も守っていきたい、または残していきたいと感じて

おられるのかを把握します。 

「生物多様性かわにし戦略」で目標とすべき自然や将来像を検討する際の参考とします。 

 

Q３.　あなたが今後、川西市で残したいと思う自然はどのようなものですか。あてはまる番号に○をつけてく

ださい。（○は３つまで）。 

 

１． 昆虫採集やハイキングが楽しめる里山（雑木林） 

２． 草花遊びができる畦や草原 

３． イチジク、クリ、モモなど特産品がつくられている果樹園 

４． 地元産の野菜や米が採れる農地 

５． カエルやメダカのすむ田んぼや池 

６． 水がきれいで生きもの豊かな水辺（　猪名川　・　渓流　・　水路　） 

７． 緑が多く、生きものがたくさんすむ公園 

８． 落ち着きのある神社の森 

９． 特にない 

１０． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

 

 

 

 

 

 

 



生物多様性に関わる行動に関する設問　 

設問の意図：今後、皆さんが生物多様性を守っていくため『できる』ことを把握します。川西市の生

物多様性を保全するための施策や行動計画を決めていくために活用します。 

 

Q４.　日常生活の中で生きものや自然環境に配慮した行動を心がけていますか。右端の欄のあては

まる欄に○をつけてください。 

 

 

 

※ビオトープ（Biotope）：「生きもの（Bio）」が生息する「環境・空間（Tope）」という意味です。具体的に

は、ため池、湿地、草原、里山などの場所であり、生きものを呼び込むために人工的に作り出したもの

のことをいいます。  

 
取り組み・活動内容

常に意識

して行動

している

時々行動

している

行動して

いない

 １．ネコやカラスの餌にならないよう、ごみ出しのルールを守っている

 ２．地域の公園などの清掃活動へ参加している

 ３．飼っていた生きものを野外に逃がしたり、捨てたりしない

 ４．ベランダや庭に鳥やチョウが好む植物を植える

 ５．学校の※ビオトープづくりに関わる

 ６．ハイキングや自然観察会などに出かける

 ７．里山や水辺で生きものや自然環境を保全する活動へ参加する

 ８．地域の特産品（クリ、イチジク、野菜など）を積極的に食べる

 ９．環境に配慮した商品を購入する

 10.鉄道やバスを利用する

 11.電気をつけっぱなしにしないなど省エネルギーに取り組んでいる



Q５.　生きものや自然環境を対象にした活動に参加した経験や意思についてお尋ねします。 

 

＜① 参加経験や意思について、あてはまる内容１つに○をつけてください＞ 

１． よく参加している 

２． 参加したことがある 

３． 参加したことはないが、今後は、参加してみたいと思っている 

４． 特に興味はない 

 

１～３を回答した方は、下記の②、③の設問もお答えください。 

 

＜② 参加している・参加したい活動などについて、あてはまる項目すべてに○をつけてください）＞ 

　・河川清掃　　　　　・地域の緑地・公園清掃　　　・自然観察会　　　　　・農業体験 

　・里山活動体験（里山整備、間伐、植樹）　　　　　・生物多様性の学習会 

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

＜③ 情報はどこで知りましたか、また、どこから発信するとよいと思いますか。あてはまる項目すべて

に○をつけてください＞ 

　・広報かわにし　　　・川西市のホームページ　　　・チラシ（公民館）　　・チラシ（学校） 

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

Q６　川西市の自然環境や生物多様性に関する考えがありましたらご自由に書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。



【資料７－3】

生物多様性に関する事業所アンケート（案） 

 

 

お答えいただく方に関する設問　 

　　設問の意図：  

 

Q１.　貴者の業種について、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

１． 農林水産業　　　　２．　建設業  ３．　製造業 

４．　情報・通信業  ５．　運輸業  ６．　卸売・小売業 

７．　金融・保険業  ８．サービス業  ９．　その他（　　　　　　　　　　　） 

 

Q２.　貴社の事業年数について、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

１． ～３年  ２．　４年～10 年　　　　３．11 年～20 年 

４．　21 年以上 

 

 

 

 



生物多様性に関する設問　 

設問の意図：「生物多様性」という言葉や考え方の浸透度合いを把握します。「生物多様性かわにし戦略」

をまとめるにあたり、説明内容の工夫や、説明ポイントの絞り込みに活用します。 

 

Q３.　貴社は「生物多様性」という言葉をご存じでしたか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくだ

さい。 

 

１． 言葉も意味も知っていた 

２． 意味は知らないが聞いたことはあった 

３． 知らなかった・聞いたこともなかった 

 

Q４.　貴社は「生物多様性ふるさと川西戦略」をご存じでしたか。あてはまる番号 1 つに○をつけ

てください。 

 

１． 言葉も内容も知っていた 

２． 内容は知らないが聞いたことはあった 

３． 知らなかった・聞いたこともなかった 

 

 

Q５.　貴社が今後、川西市で残したいと思う自然はどのようなものですか。あてはまる番号に○をつけてくだ

さい。（○は３つまで）。 

 

１． 昆虫採集やハイキングが楽しめる里山（雑木林） 

２． 草花遊びができる畦や草原 

３． イチジク、クリ、モモなど特産品がつくられている果樹園 

４． 地元産の野菜や米が採れる農地 

５． カエルやメダカのすむ田んぼや池 

６． 水がきれいで生きもの豊かな水辺（　猪名川　・　渓流　・　水路　） 

７． 緑が多く、生きものがたくさんすむ公園 

８． 落ち着きのある神社の森 

９． 特にない 

１０． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

 

 

 



生物多様性に関わる行動に関する設問　 

設問の意図：今後、皆さんが生物多様性を守っていくため『できる』ことを把握します。川西市の生

物多様性を保全するための施策や行動計画を決めていくために活用します。 

 

Q６.　日常生活の中で生きものや自然環境に配慮した行動を心がけていますか。右端の欄のあては

まる欄に○をつけてください。 

 

 

 

※ビオトープ（Biotope）：「生きもの（Bio）」が生息する「環境・空間（Tope）」という意味です。具体的に

は、ため池、湿地、草原、里山などの場所であり、生きものを呼び込むために人工的に作り出したもの

のことをいいます。  

 
取り組み・活動内容

常に意識

して行動

している

時々行動

している

行動して

いない

 １． 節電やエコドライブなどの省エネルギー再生可能エネルギーの利用に取

り組んでいる

 ２．環境に配慮した商品を製造する

 ３．従業員への自然環境に関する研修を実施する

 ４．職場の※ビオトープづくりに関わる

 ５．地域の公園などの清掃活動へ参加している

 ６．里山や水辺で生きものや自然環境を保全する活動へ参加する



Q７　「生物多様性」の保全にあたり、川西市はどのような取組を行うとよいと思いますか。あてはまる番号

に〇をつけてください。（〇は３つまで） 

 

１. 希少な動植物の保護 

２. 里山など身近な自然の保護 

３. 害獣や外来生物による生態系への被害の防止 

４. 生態系の調査やデータの集積 

５. 生物多様性保全に取り組む企業や団体への支援 

６. 生物多様性の保全に関する情報の普及啓発 

７. 学校や地域のイベントによる環境教育の推進 

８. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

 

Q８.　川西市における自然環境や生物多様性に関するご意見、ご要望、お考えなどがありましたらご自由にお

書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。


